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保証

PMK は、本製品を出荷日から 1 年間、仕様範囲内で正常に使用・動作することを保証し、購入者の過失、誤用、不
適切な設置、事故、または購入者による無断の修理・改造によって損傷していない欠陥製品については、修理また
は交換を行います。本保証は材料および製造上の欠陥のみを対象とし、摩耗や消耗は対象外です。PMKは、商品性
または特定目的への適合性に関する黙示的保証を含む、その他一切の黙示保証を否認します。また PMK は、間接
的、特別、付随的、または結果的損害（利益の損失、事業の損失、使用またはデータの損失、事業の中断など）に
ついて、たとえ本マニュアルまたは製品の欠陥や誤りによる損害の可能性について PMK が知らされていた場合で
も、一切の責任を負いません。

適合宣言書

PMK は、本製品が現行の要求される安全規格に適合していることを宣言します。

適合宣言の根拠となる規格は以下のとおりです。

EN IEC 61326-1:2021 

EN IEC 61000-4-2:2008  

EN IEC 61010-1:2020 

計測・制御・試験用電気機器 ― EMC 要求事項 ― 第1部：一般要求事項

電磁両立性（EMC）― 第4-2部：試験および測定技術 ― 静電気放電
（ESD）イミュニティ試験

計測・制御・試験用電気機器の安全要求事項

第1部：計測・制御・試験用電気機器の一般安全要求事項

WEEE/ RoHS Directives 

本電子製品は、WEEE／RoHS のカテゴリ一覧において「監視・制御機器（カテゴリー 9）」に分類さ
れ、以下の EC 指令に適合しています。

WEEE Directive 2012/19/EU 

RoHS Directive 2011/65/EU 

電気・電子機器廃棄物指令

電気・電子機器中の特定有害物質使用制限指令

環境を保護し、清潔に保つために、皆さまのご協力をお願いいたします。

本電子製品の使用寿命が終わりましたら、当社サービス部門へ返送いただくか、WEEE に基づく分別回収および適切な

専門処理を行ってください。

一般の混合廃棄物として廃棄しないでください。



IEC 安全情報 

IEC 測定カテゴリ

本プローブシリーズは CAT II、CAT III、CAT IV には対応していません。以下に

定義と例を示します。

IEC 61010-01 による測定カテゴリの概要
O = 測定カテゴリなし（＝商用電源系統に直接接続されていないその他の回路）

IEC Pollution Degree 

汚染度1

汚染度2

汚染度3

汚染なし、または乾燥した非導電性の汚染のみ
注：この場合、汚染は影響を及ぼしません。

非導電性の汚染のみ。ただし、結露により一時的に導電性が生じる場合が
あることを許容しなければなりません。

導電性の汚染が存在する場合、または乾燥した非導電性の汚染が結露に
よって導電性になることが予想される場合

IEC 安全シンボル

次のシンボルは、本製品または本取扱説明書に表示される場合があります。 

注意：危険の恐れがあります。取扱説明書を参照してください。 

注意：感電の危険があります。 

アース（接地）端子

注意：高温部があります。 
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安全にご使用いただくために 

取扱説明書の確認
初めて使用する前に取扱説明書を必ずお読みいただき、将来の参照のために保管してください。
最新改訂版の取扱説明書は、www.pmk.deからデジタル版をダウンロードできます。

有資格者専用
本シャントシリーズは、有資格者のみが使用することを想定しています。
本プローブを組み込んだ測定セットアップ全体の安全確保は、ユーザーの責任となります。
電気事故を防ぐため、必ず安全に関する指示を注意深くお読みください。

シャントの取り扱いについて
シャントは、被試験回路の電源が遮断されている状態でのみ配置・取り扱いを行ってくださ
い。本シャントは手持ちでの使用を目的としておらず、必ず安全が確保された試験環境内で、
固定された試験セットアップにより使用してください。このシャントは手持ち用ではありませ
ん。安全が確保された試験環境内に設置し、測定を開始する前に必要なすべての接続および
設定を行ってください。シャントの外装およびケーブルシールドは、プローブの「シールド電
位」と同電位に励起されるため、必ず安全環境内に含めてください。故障時には、プローブ外
装が被試験回路内の他の電位に励起される可能性があります。

注意：高温表面
測定中や半田付けによる取り付け作業中、シャント本体が高温になる場合があります。
適切な保護具を使用してください。

人身事故・火災・製品損傷の防止
個人の安全を守り、火災や本製品および接続機器の損傷を防ぐため、以下の安全注意事項
をよく理解し、遵守してください。本プローブアセンブリを指定された条件以外で使用した場
合、本製品が提供する保護機能が損なわれる可能性があります。本プローブアセンブリは 有
資格者のみ が使用してください。

被試験回路への確実な接続
シャント出力は、測定回路へ確実かつ信頼性のある電気接触で接続してください。不十分ま
たは不安定な接触は、アーク発生、発熱、焼損、火災、アークフラッシュの原因となります。

プローブおよびアクセサリの定格順守
シャント入力には、シャントまたは接続されるアクセサリの最大定格を超える電流または電圧
を印加しないでください。複数の機器を組み合わせる場合は、常により低い定格または測定
カテゴリ がプローブおよびアクセサリ全体に適用されます。

危険な帯電部への接触防止
開放された回路に近づかないでください。
通電状態の接続部または部品には触れないでください。

異常が疑われる場合の操作禁止
異常が疑われる場合は、使用を中止し、有資格のサービス担当者に連絡してください。

屋内専用
湿気の多い場所や濡れた環境での使用は避けてください。
本製品は乾燥かつ清潔な状態で使用してください。

爆発性雰囲気での使用禁止
爆発性ガスが存在する環境では使用しないでください

最大入力電流について
印加信号の持続時間が長くなると、最大入力電流は低下します（電流ディレーティング曲線
を参照）。最大入力電流およびディレーティングに関する詳細は、本マニュアルの該当セク
ションを参照してください。
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安全にご使用いただくために 

非絶縁機器を使用する場合
非絶縁の機器を使用する際は、プローブの「シールド」端子をアース（接地）に接続してくださ
い。シャントは絶縁されていません。「シールド」が異なる電位に接続された場合、オシロス
コープを介して「短絡」が発生する可能性があります。

接続部の取り扱い
接続部は非常にデリケートです。過度に曲げたり引っ張ったりしないでください。また、本製
品の精度と保護性能を確保するため、一般的に機械的衝撃を与えないようにしてください。

付属アクセサリの使用について
シャントに付属するアクセサリは、安全試験が実施されています。
付属品以外のアクセサリ、または推奨されていないアクセサリは使用しないでください。
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超高速シャント抵抗 UFCSシリーズ

超高速電流シャント（UFCS）は、電流測定技術の分野におけるパラダイムシフトを象徴し、高度な
技術の点で新たな基準を確立しました。1GHzを超える帯域幅と200pH未満の超低挿入インダクタン
スにより、優れた波形品質で超高速な立ち上がりな電流波形を正確に補足できます。PMKの非誘導
性周波数応答シャントは、WBG（ワイドバンドギャップ）スイッチング損失やパルス電流解析と
いった難しい測定に最適です。

UFCSモデルは、コンパクトなフォームファクタと大電流容量により、信頼性の高い性能を保証しま
す。GaNスイッチング損失の測定でも、高周波過渡現象の解析でも、常に最高の精度を保証します。

UFCSは、現代のパワーエレクトロニクスにおける電流測定分野において、比類のない技術革新の成
果です。最高のCMRR要件が求められる測定では、UFCSをFF-1500などの光絶縁型電圧プローブに
接続できます。汎用測定の場合、UFCSは5 0Ω入力の測定器に直接接続することもできます。

仕様

ご使用になる前に取扱説明書をよくお読みになり、今後の参考のために保管してください。最新の取
扱説明書のデジタルコピーは、www.pmk.de からダウンロードできます。

電気仕様

シャントを20分間ウォームアップしてください。このシャントには1年間の保証が付いています。各
仕様は周囲温度+23°Cで測定されています。仕様を超えてのご使用はしないでください。
PMKのUFCS超高速電流シャントは、IEC61010-1に準拠した管理された環境でのみ使用してくださ
い。シャントは手持ちでの使用には適していません。本製品はCAT II、III、またはIVには対応してい
ません。仕様を超えてのご使用はしないでください。１

製品名 抵抗値 周波数帯域 (3dB) 挿入
インダクタンス３

UFCS-R001   1 mΩ 0.957 mV/A >600 MHz 120 pH
UFCS-R005   5 mΩ 4.30 mV/A >900 MHz 140 pH
UFCS-R011 11 mΩ 10.6 mV/A >1 GHz 110 pH 

UFCS-R024 24 mΩ 23.6 mV/A >1 GHz 140 pH 

UFCS-R052 52 mΩ 51.1 mV/A >900 MHz 150 pH 

最大測定電流
（パルス幅1uS）2

UFCS-R001 2000 A 1250 A 50 A
UFCS-R005 800 A 300 A 25 A
UFCS-R011 340 A 105 A 15 A
UFCS-R024 230 A   70 A 10 A
UFCS-R052 160 A   50 A 7 A

Notes: 

1 電気特性は、保証値として（*）が付いていないものは標準値です。推奨フットプリントを使用しない場合、性能パラメータは異なる場合があります。
2 最大電流-パルス長グラフを参照してください 
3 推奨フットプリントにはんだ付けした場合、5 ～ 10 MHz で測定され、フットプリントのインダクタンスは含まれません。

4 予備的に室内で測定

製品名 最大測定電流
（パルス幅100uS）2

連続電流
（DC or RMS）2,4 

感度
(公称値)

* 正確な感度はそれぞれのシャント抵抗に表示されています。

Ultra-Fast Current Shunt Series UFCS - Instruction Manual Rev 02A 
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以下の仕様は、UFCS シリーズのすべてのモデルに有効です。
汚染度: 1 

DCゲイン確度: 1 % 

出力コネクタ: SMA (female) 

計測器の入力インピーダンス: 50 Ω 

指定された定格を超えると、接続機器に回復不能な故障や損傷を引き起こす可能性があり
ます。

定格は使用条件や使用環境によって異なる場合があります。提供されるデータは参考値と
してのみ使用されます。.

環境条件

項目 仕様 

温度範囲 動作 -40 °C ～ +85 °C
-40 °C to ～30 °C （パルス使用以外）

保存 -40 °C ～+85 °C
最大相対湿度  動作 温度が+31℃までの場合は相対湿度80%

+50℃では40%まで直線的に減少、結露なし

保存 温度が40℃までの場合は相対湿度95 %,結露無し

高度 動作 2000 m 以下
保存 15000 m以下

機構性能  

項目 
シャント抵抗 UFCS-Choke 

重量 6.2 g 560g (ケーブル含)
外形寸法  See drawing 5 12.65cmx11.6cmx6.3cm
入力 Soldering Pads 5 SMA (male) 

出力コネクタ SMA (female) BNC (male) 

使用する測定器の入力インピーダンス 6 50 Ω 

Notes: 
5外径寸法図及び推奨フットプリントをご確認ください
6または1MΩの入力インピーダンスと50Ωのフィードスルー終端については、注文情報を参照してください。

外径寸法図及び推奨フットプリント

回路図および推奨フットプリント図のすべての寸法は[mm]単位で表示されます。

はんだ付け方向を守ってください: 入力の場合
は UFCS IN、参照の場合は SHLD (出力コネ
クタ シールドに内部接続)。
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UFCS-R0XX 最大パルス定格電流

UFCS-R0XX 最大パルス定格電流
Zoom 1µs to 1ms: 
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最大パルス電流ディレーティング

UFCS の最大パルス定格を超えると、製品および接続されたアクセサリに回復不可能な損
傷が発生する可能性があります。.

出力電圧がオシロスコープまたは絶縁プローブの定格と互換性があることを常に確認して
ください。  VOUT,SHUNT = Shunt Gain X Test Current.
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Frequency Response 

UFCS-R0XX Frequency Response 

The Frequency Response graphs are normalised to 0 dB for better comparison. 

Getting Started 

About the UFCS Connections 

The UFCS shunt can most simply be considered as a 4-wire resistor. Current goes into and out of the 

Input terminals (IN and SHLD). The output voltage is measured across the “SMA output connector” 
which must be terminated into a 50 Ω load. 

Current can pass through the input terminals in any direction so long as ground referencing of the 
“SHLD” terminal is observed. By reversing the input current polarity, the polarity of the output signal will 
be reversed. 

The “shield” of the “SMA output connector” is directly connected to the “SHLD” input terminal. The centre 
conductor of the SMA connector is not isolated from the input and is referenced to the other terminals. 

Input Connections 

To achieve the lowest insertion inductance of the UFCS it is best to install it using a solder connection 
using the footprint recommended in the “Dimensional Drawing and Recommended Footprint” section of 

this manual. 

To aid installation/removal of the shunt and prolong its life it is recommended to use a low melting point 
solder such as CHIPQUIK SMDSWLT.040. Reflow soldering of the probe using a reflow oven or hot air 

is not recommended. 

When soldering, the shunt body may become hot, please hold the shunt with a tool 
(e.g. pliers) or heat-resistant gloves. 

The shield side, indicated by “SHLD”, is directly connected to the shield of its output’s coaxial 
connection.  
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Connect the UFCS shield side properly in isolated and non-isolated measurements to 
prevent measurement errors and system damage. 

If galvanically isolating the shunt with an optically isolated probe, such as PMK’s FireFly® series probes, 
observe the safety and handling instructions in the referring user manual. 

If the shunt is operated without galvanic isolation, then the “SHLD” terminal must share the ground of 
the measuring instrument  

Recommended Soldering Technique 

Follow the steps 1 to 4. 

1. Hold the shunt perpendicular to the PCB and

aligned to the footprint, avoid any gaps between
the shunt and the PCB - these will increase
insertion inductance.

2. “Tack” one side of the shunt with solder to hold

it into position. It may be helpful to “tin” the shunt
and PCB pad on this side first.

3. Solder the opposite side of the probe with a
complete solder fillet.

4. Resolder the tacked side of the probe with a
complete solder fillet.

Ultra-Fast Current Shunt Series UFCS - Instruction Manual Rev 02A 
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Other Input Connection Methods 

If it is not possible to use the recommended footprint then it is possible to solder the shunt across an 
existing PCB trace.  

1. Carefully cut the PCB trace where you wish to
install the UFCS.

2. Remove solder mask to expose some copper
each side of the trace, “tin” the exposed copper

with solder.

3. Solder the probe across the cut in the trace.

The shunt can also be soldered between a component and the PCB. 

Example 

Ultra-Fast Current Shunt Series UFCS - Instruction Manual Rev 02A 
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Output Connections 

Ground-referenced (un-isolated) Measurements 

The “SMA output connector” of the UFCS shunt can be connected to any 50 Ω input terminated 
measurement instrument (e.g. oscilloscope). When doing this the “SHLD” terminal of the UFCS become 
referenced to the input shield of the measuring instrument. 

Observe the maximum voltage and power ratings of the measuring instrument in 
relation to the gain of the UFCS. 

If the maximum current rating of the shunt is exceeded, not only the shunt may be damaged but also 

high circuit voltages may become present on its output. This can also cause damage to the 
measurement instrument (e.g. oscilloscope). To reduce risk, an external 50 Ω termination (see 
“Ordering Information”) may be used with the measurement instrument set to 1 MΩ mode. This mode 

of the measurement instrument typically has a higher maximum input voltage rating.  

To prevent transmission line reflections and ringing when using a 50 Ω termination, the termination 
should be placed as close as possible to the receiving measurement instrument (e.g. on the channel 
BNC connector of the oscilloscope). 

When performing a ground-referenced measurement it is highly recommended to place a common 
mode choke, see “Ordering Information”, between the UFCS and the oscilloscope. Without this, 

common mode noise may cause measurement error. 

Typical non-isolated double pulse test configuration 

Standard 50 Ω transmission line accessories, such as attenuators and overvoltage line protectors may 

be used in conjunction with the UFCS. 

Ultra-Fast Current Shunt Series UFCS - Instruction Manual Rev 02A 
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Isolated Measurements 

For isolated measurements the UFCS may be connected to the PMK FireFly® Optically Isolated Probe 
through one of the FireFly® 50 Ω terminated probe input tip cables and SMA-MMCX adapter. Review 

the probe’s Ordering Information.  

Typical isolated “high side” current measurements in a double pulse test configuration  

Standard 50 Ω transmission line attenuators may also be used in conjunction with this method to extend the 
measurement range. 

Ultra-Fast Current Shunt Series UFCS - Instruction Manual Rev 02A 
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内容物 

さまざまな計測機器に接続するためのアクセサリの選択については、「オーダーインフォメーショ
ン」の章を参照してください。

UFCS シリーズシャント抵抗
取扱説明書

オーダーインフォメーション

Step 1: シャント抵抗を選択する

各抵抗モデルは、1 個パックとして、またはよりコスト効率の高い 10 個または 25 個パックとして
入手できます。

UFCS-R001 

UFCS-R005 

UFCS-R011 

UFCS-R024 

UFCS-R052 

1mΩ,周波数帯域；600MHz以上 挿入インダクタンス120pH
最大パルス電流:1250A（パルス幅100us時） ;出力コネクタ：SMA (メス) , 1個

10個パック（UFCS-R001x10）、25個パック（UFCS-R001x25）を選択可。

5mΩ,周波数帯域；900MHz以上 挿入インダクタンス140pH
最大パルス電流：３００A（パルス幅100us時）;　出力コネクタ：SMA （メス）, 1個

10個パック（UFCS-R005x１０）、25個パックUFCS-R005x25）を選択可。

11mΩ,  周波数帯域；1GHz以上 挿入インダクタンス110pH
最大パルス電流：105A（パルス幅100us時）;　出力コネクタ：SMA （メス）, 1個
10個パック（UFCS-R011x10）、25個パックUFCS-R011x25）を選択可 

24mΩ,  周波数帯域；1GHz以上 挿入インダクタンス140pH
最大パルス電流70A（パルス幅100us時） ;出力コネクタ：SMA （メス）, 1個
10個パック（UFCS-R024x10）、25個パックUFCS-R024x25）を選択可

52mΩ,  周波数帯域；900MHz以上 挿入インダクタンス150pH
最大パルス電流50A（パルス幅100us時） ;出力コネクタ：SMA （メス）, 1個
10個パック（UFCS-R052x10）、25個パックUFCS-R0５２x25）を選択可 

Step 2: 出力接続用アクセサリの選択

シャント抵抗はスタンドアロンの測定機器ではないため、光学的に絶縁されたプローブの入力とし
てシャントを使用するか、オシロスコープに直接電気的に接続するために、さまざまな出力接続ア
クセサリが用意されています。

018-291-970

UFCS-CHOKE 

D010031 

PMKの1 .5GHz超のFF1500光絶縁プローブシリーズの5 0Ω
フィードスルー内蔵入力チップケーブルと併用するためのア
ダプタ。SMAプラグ-MMCXソケット変換、5 0Ω

50Ωインピーダンス整合のコモンモードチョーク。高透磁率
ナノ結晶コアを採用し、CMRRを向上させ、予期せぬグラン
ドループやコモンモードノイズによる問題を防止しま
す。SMA（オス）入力、BNC（オス）出力。UFCSシャント
専用。
1MΩ入力オシロスコープ用50ΩBNC変換コネクタ
周波数帯域500MHz以上
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